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本SG評価の位置づけ
本ステージゲート評価は、本技術開発テーマの実施方針/公募要領において、年に1回程度のステージゲート評
価が設定されていることから、各課題について技術開発及び事業化に向けた進捗状況の確認を主として実施し
たもの。

評価の概要

本技術開発課題は、全体として概ね当初計画どおりに進捗していると評価できる。
防衛省事業の落札をはじめ、運用中衛星数の増加、衛星製造・打ち上げ、部品調達、量産化の進展など、実

用段階に向けた成果が着実に積み上がっている点は高く評価できる。また、事業体制の強化、パートナー獲得、
資金調達、サプライヤーとの関係構築も順調であり、適切な実施体制で本課題が推進されていると考えられる。
加えて、市場やニーズ分析に基づき、重点分野を明確化し、競争力の源泉となる技術課題に集中する今後の

技術開発計画は、事業化の実現性と国際競争力の両面で期待が持てるものである。
今後、事業化をさらに確かなものとするためには、官需をてことしつつも、海外市場や民生ニーズを確保す

る戦略をより明確にすることが求められると考えられる。
以上により、公募要領等に示されたステージゲートの観点に照らして、技術開発計画は想定通りに進捗して

おり、優れた成果が得られている、またはその見通しが得られていることから、技術開発を継続すべきである。

ステージゲート評価結果
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